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二
〇
一
九
年
六
月
十
六
日
（
日
）
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
公
開
講
演
会
「
日
本
中
世
の
「
地
下
」
社
会
―
薗
部
寿
樹
の

文
書
論
と
春
田
直
紀
の
生
業
論
か
ら
考
え
る
―
」（
主
催
：
中
世
地

下
文
書
研
究
会
、共
催
：
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
）が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
中
世
の
地
域
社
会
に
お
け
る
生
業
と

リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、
昨
年
刊
行
さ
れ
、
学
界
で
話
題
と
な
っ
て

い
る
二
冊
の
論
文
集
の
合
評
会
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
薗
部
寿
樹
著

『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
：
村
落
定
書
と
署
判
』（
小
さ
子
社
）

と
春
田
直
紀
著
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』（
岩
波
書
店
）
に
つ
い
て
、

中
世
前
期
・
中
世
後
期
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
論
評
す
る
と
と
も
に
、

近
世
史
・
中
国
法
制
史
の
専
門
家
を
招
い
て
、
中
近
世
移
行
期
お
よ

び
日
中
比
較
史
へ
の
展
望
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

午
前
の
部
　

薗
部
寿
樹
著
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
：
村
落
定
書
と

署
判
』
を
め
ぐ
っ
て

佐
藤
　
雄
基
（
本
学
文
学
部
）　
趣
旨
説
明

髙
橋
　
傑
（
慶
應
義
塾
普
通
部
）「
内
容
紹
介
＋
中
世
前
期
・

荘
園
研
究
か
ら
み
て
」

坂
田
　
聡
（
中
央
大
学
文
学
部
）「
薗
部
寿
樹
の
中
世
村
落
史

研
究
と
村
落
文
書
論
」

冨
善
　
一
敏
（
東
京
大
学
経
済
学
部
）「
薗
部
寿
樹
著
『
日
本

中
世
村
落
文
書
の
研
究
：
村
落
定
書
と
署
判
』
か
ら
考
え
た

こ
と
―
近
世
（
文
書
管
理
）
史
の
側
か
ら
み
て
」

　
趣
旨
説
明
　
付
・
報
告
要
旨

佐
　
藤
　
雄
　
基

▪
特
集
一

　
　
日
本
中
世
の
「
地
下
」
社
会
―
薗
部
寿
樹
の
文
書
論
と
春
田
直
紀
の
生
業
論
か
ら
考
え
る
―
▪
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午
後
の
部
　

春
田
直
紀
著
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』
を
め
ぐ
っ
て

高
橋
　
一
樹
（
武
蔵
大
学
人
文
学
部
）　
趣
旨
説
明

朝
比
奈
　
新
（
立
川
市
）「
前
半
の
内
容
紹
介
＋
地
下
文
書
論

か
ら
み
て
」

熱
田
　
順
（
中
央
大
学
文
学
部
）「
後
半
の
内
容
紹
介
＋
地
下

文
書
論
か
ら
み
て
」

田
村
　
憲
美
（
別
府
大
学
文
学
部
）「
中
世
前
期
地
域
社
会
論

か
ら
「
生
業
史
論
」
を
読
む
―
春
田
直
紀
『
日
本
中
世
生
業

史
論
』
か
ら
学
ん
だ
論
点
―
」

寺
田
　
浩
明
（
京
都
大
学
法
学
部
名
誉
教
授
）「
伝
統
中
国
生

業
論
か
ら
み
て
」

　
合
計
七
名
の
報
告
者
を
立
て
、
午
前
・
午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
一
時

間
以
上
の
著
者
を
交
え
た
質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
、
大
変
充
実

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

　
主
催
と
な
る
中
世
地
下
文
書
研
究
会
は
、
春
田
直
紀
氏
を
研
究
代

表
者
と
し
て
科
学
研
究
費
基
盤
（
Ｂ
）「
地
下
文
書
論
に
よ
る
中
世

文
字
史
料
研
究
の
再
構
築
」（18H

00712

）
を
得
て
、
村
落
の
み
な

ら
ず
、「
地
下
（
じ
げ
）」
社
会
（
在
地
社
会
）
で
作
成
さ
れ
た
文
書

群
（
こ
れ
を
「
地
下
（
じ
げ
）
文
書
」
と
い
う
造
語
で
概
念
化
）
全

体
を
対
象
と
し
て
新
た
な
文
書
論
構
築
を
目
指
す
研
究
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
。
春
田
直
紀
編
『
中
世
地
下
文
書
の
世
界
：
史
料
論
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
薗

部
氏
お
よ
び
筆
者
も
こ
の
分
担
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

　
薗
部
寿
樹
氏
は
一
九
五
八
年
生
ま
れ
で
、
全
国
の
中
世
村
落
関
係

史
料
を
網
羅
的
に
蒐
集
・
分
析
し
て
、
村
落
内
身
分
や
宮
座
・
名
主

座
に
関
す
る
全
国
的
・
歴
史
的
な
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
進

め
て
き
た
（
坂
田
聡
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
上
の
特
色
が
紹

介
さ
れ
た
）。
本
書
は
『
日
本
中
世
村
落
内
身
分
の
研
究
』 (

校
倉
書

房
、
二
〇
〇
二
年)

、『
村
落
内
身
分
と
村
落
神
話
』 (

校
倉
書
房
、

二
〇
〇
五
年)

、『
日
本
の
村
と
宮
座 

歴
史
的
変
遷
と
地
域
性
』（
高

志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、『
中
世
村
落
と
名
主
座
の
研
究 

村
落
内

身
分
の
地
域
分
布
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
に
つ
づ
く
五
冊

目
の
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
は
、
中
世
地
下
文
書
研
究
会
の
テ
ー
マ

と
関
わ
っ
て
、
ま
さ
に
地
域
社
会
に
お
け
る
史
料
生
成
の
具
体
像
を

解
明
し
た
成
果
で
あ
る
。
村
落
文
書
独
自
の
様
式
が
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
、
展
開
し
た
の
か
と
い
う
点
を
、
近
世
を
見
据
え
て
論
じ
て
い

る
。
中
世
前
期
を
中
心
と
し
た
荘
園
文
書
と
、
中
世
後
期
を
中
心
と

し
た
惣
村
文
書
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
重
厚
な
研
究
史
が
あ
る
が
、

両
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
な
ぐ
の
か
、
そ
し
て
中
世
後
期
の
地
域

社
会
の
文
書
を
「
惣
村
」
の
文
書
に
代
表
さ
せ
て
よ
い
の
か
と
い
う

こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
史
上
の
課
題
に
正
面
か
ら

取
り
組
む
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

　
一
方
の
春
田
直
紀
氏
は
一
九
六
五
年
生
ま
れ
で
、
中
世
の
海
村
つ
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趣
旨
説
明
（
佐
藤
）

い
で
山
村
の
研
究
を
中
心
に
し
て
幅
広
く
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、

そ
の
研
究
の
柱
は
文
書
論
・
史
料
論
と
（
中
世
的
な
文
書
主
義
・
権

利
意
識
そ
し
て
政
治
・
社
会
経
済
と
の
連
関
の
も
と
で
の
）
生
業
論

で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
う
ち
生
業
論
に
関
し
て
ま
と
め
た
第
一
論
文

集
で
あ
る
。
本
書
は
地
域
に
お
け
る
生
業
の
形
成
と
そ
の
特
質
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
域
社
会
に
お
い
て
文
字
・
文
書
を

利
用
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
ど
の
よ
う
に
し
て
必
要
と
な
る
の
か
、
地

下
文
書
史
料
生
成
の
背
景
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
薗
部
氏
と

春
田
氏
二
人
の
著
書
の
接
点
が
見
出
さ
れ
、
両
著
書
を
と
も
に
合
評

す
る
本
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
。
中
世
の
地
域
社
会
で
作
成
さ
れ
た

文
字
史
料
（「
地
下
文
書
」）
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な

構
造
的
特
質
を
も
つ
地
域
社
会
が
そ
の
よ
う
な
史
料
を
生
成
し
た
の

か
、
ひ
い
て
は
文
書
論
・
史
料
論
を
通
じ
て
中
世
の
社
会
像
を
ど
の

よ
う
に
考
え
得
る
の
か
、
こ
う
し
た
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
本
企

画
の
意
図
で
あ
っ
た
。

　
当
日
の
七
名
の
報
告
お
よ
び
そ
の
後
の
質
疑
応
答
に
お
い
て
実
に

多
く
の
豊
か
な
論
点
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
を
う
け
て
、
本
誌
で
の

小
特
集
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
別
の
学
会
誌
か
ら
書
評
の
依

頼
を
受
け
て
い
る
三
名
の
方
か
ら
は
報
告
要
旨
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
四
名
の
方
か
ら
書
評
を
ご
寄
稿
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
、
朝
比
奈
新
氏
と
熱
田
順
氏
が
春

田
直
紀
氏
著
書
の
前
半
と
後
半
を
分
担
し
て
内
容
紹
介
と
書
評
を
行

っ
た
が
、
読
者
の
参
照
の
便
宜
を
考
え
て
、
共
著
の
書
評
と
し
て
一

本
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
薗
部
寿
樹
氏
著
書
の
内
容
紹
介
は
高
橋
傑

氏
が
行
っ
た
が
、
別
の
学
会
誌
に
書
評
を
執
筆
さ
れ
た
た
め
、
今
回

本
誌
に
ご
寄
稿
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
薗
部
氏
著
に
関
し

て
内
容
紹
介
が
な
い
の
は
片
手
落
ち
な
の
で
、
三
名
の
方
の
報
告
要

旨
と
あ
わ
せ
て
、
本
趣
旨
説
明
の
末
尾
に
薗
部
氏
著
の
概
要
を
載
せ

て
お
く
。

【
薗
部
寿
樹
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』
概
要
】

ま
ず
目
次
を
掲
げ
る
。

　
序
章 

　
第
⼀
部 

村
落
⽂
書
の
形
成
と
村
落
定
書 

　
　
第
⼀
章 

村
落
⽂
書
の
形
成
―
荘
園
公
領
制
と
の
関
連
か
ら
― 

　
　
第
⼆
章 

村
落
定
書
の
世
界

　
　
第
三
章 

村
落
定
書
の
成
⽴
と
変
遷
―
⽂
書
様
式
の
観
点
か
ら 

―

　
　
第
四
章 

村
落
定
書
の
源
流
―
注
置
状
と
置
⽂
―

　
　
付
論
⼀ 

明
応
七
年
丹
波
国
⼭
国
荘
⿊
⽥
下
村
の
紛
失
状
⼆
通

　
第
⼆
部 

村
落
⽂
書
の
署
判 

　
　
第
五
章 

村
落
定
書
の
署
判

　
　
第
六
章 

村
落
⽂
書
の
惣
判
・
惣
印

　
　
第
七
章 
惣
判
・
惣
印
の
形
成
と
そ
の
意
義
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第
⼋
章 

丹
波
国
⼭
国
に
お
け
る
⽊
印
署
判

　
　
付
論
⼆ 

⼭
国
荘
井
⼾
村
江
⼝
家
の
⽊
印

　
終
章

　
第
一
部
は
村
落
定
書
と
い
う
類
型
の
史
料
を
素
材
に
し
て
、
村
落

文
書
独
自
の
様
式
の
生
成
・
展
開
過
程
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
第

一
章
で
は
、
主
に
下
級
荘
官
の
も
つ
荘
園
制
的
な
職
権
を
惣
村
が
吸

収
す
る
過
程
に
村
落
文
書
を
位
置
づ
け
る
。
第
二
章
以
降
で
は
、
従

来
口
頭
伝
達
で
済
ま
せ
て
い
た
事
柄
に
つ
い
て
、
村
が
文
書
化
す
る

際
、
権
威
づ
け
と
し
て
領
主
文
書
の
様
式
を
利
用
し
た
こ
と
を
村
落

定
書
か
ら
論
じ
た
。
村
落
定
書
の
様
式
変
化
か
ら
は
、
鎌
倉
時
代
後

半
と
戦
国
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
村
落
秩
序
の
変
容
が
み
ら
れ
る
と
い

う
。

　
第
二
部
は
村
落
文
書
の
惣
判
、
惣
印
を
素
材
に
し
て
、
村
落
文
書

作
成
の
現
場
を
追
究
し
た
諸
論
考
が
並
ぶ
。
こ
こ
で
も
鎌
倉
時
代
後

半
に
村
落
文
書
が
成
立
し
、
戦
国
時
代
に
署
判
の
形
態
が
変
化
す
る

と
い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
。

【
報
告
要
旨
】

●
髙
橋
傑
「
薗
部
寿
樹
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
―
村
落
定
書

と
署
判
―
』
を
め
ぐ
っ
て
‐
内
容
紹
介
及
び
中
世
前
期
・
荘
園
研

究
か
ら
み
て
」

　
本
報
告
で
は
、
薗
部
氏
の
著
書
の
内
容
紹
介
と
中
世
前
期
荘
園
研

究
の
視
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
扱
っ
た
。
著
者
の
問
題
関
心
は
、
近

世
の
地
方
文
書
成
立
の
前
段
階
と
し
て
、
中
世
村
落
が
ど
の
よ
う
に

村
落
文
書
の
様
式
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
か
、
従
来
、
領
主
文
書

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
書
札
礼
と
は
違
っ
た
世
界
が
ど
の

よ
う
に
成
立
し
た
の
か
を
追
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
第
一
部
で
は
、
本
来
口
頭
伝
達
で
事
足
り
て
い
た
村
落
に
お
い
て

作
成
さ
れ
た
、村
落
定
書
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

主
に
下
級
荘
官
が
保
持
し
て
い
た
様
々
な
荘
園
制
的
な
職
権
を
、
惣

村
が
吸
収
し
て
い
く
過
程
に
惣
村
文
書
の
成
立
を
位
置
づ
け
（
第
一

章
）、
領
主
文
書
の
様
式
を
権
威
付
け
に
利
用
す
る
目
的
で
置
文
や

定
書
と
い
っ
た
村
落
定
書
が
作
成
さ
れ
始
め
た
こ
と
、
や
が
て
特
定

様
式
の
な
い
も
の
も
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
（
第
二
章
、
第
三
章
、
第
四
章
）。
ま
た
、
村
落
文
書

の
年
代
的
、
内
容
的
分
析
か
ら
は
、
鎌
倉
後
期
～
南
北
朝
期
に
村
落

文
書
が
作
成
さ
れ
始
め
た
こ
と
、
一
六
世
紀
以
降
に
村
落
定
書
の
内

容
が
現
状
記
録
的
な
も
の
か
ら
現
状
変
更
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
、
前
者
か
ら
は
村
落
が
荘
園
制
的
な
諸
権
限
を

吸
収
し
て
い
く
こ
と
が
、
後
者
か
ら
は
村
落
秩
序
の
動
揺
と
そ
れ
へ

の
対
応
が
読
み
取
れ
る
こ
と
を
見
通
し
て
い
る
。

　
第
二
部
で
は
、
村
落
文
書
の
惣
判
、
惣
印
に
注
目
し
、
そ
れ
の
有

無
や
、
そ
れ
が
だ
れ
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
村
落
文
書

作
成
の
経
緯
や
様
式
の
変
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
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る
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
署
判
が
な
い
文
書
＝
案
文
と
い
っ
た
こ
れ
ま

で
の
古
文
書
学
的
な
判
断
に
対
す
る
疑
義
が
呈
せ
ら
れ
、
署
判
が
な

い
文
書
も
正
文
と
し
て
分
析
の
対
象
と
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
村
落
文
書
の
署
判
に
つ
い
て
、
一
三
世
紀
中
頃
か
ら
み
ら
れ

る
惣
中
文
言
（
村
落
集
団
の
署
、
定
文
言
、
衆
議
文
言
）
の
使
用
は
、

一
六
世
紀
以
降
、
惣
判
・
惣
印
の
使
用
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
と

い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
、村
落
定
書
に
限
定
す
る
と
、署
判
な
し（「
衆

議
如
件
」
な
ど
の
衆
議
文
言
あ
り
）
か
ら
、
一
六
世
紀
半
ば
に
は
村

人
の
連
署
、
さ
ら
に
は
代
表
者
一
名
に
よ
る
署
判
へ
と
、
そ
の
あ
り

方
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
変
化
に
つ
い
て
、
一
三
世
紀
の
変
化
は
村
落
内
に
お
け
る
古

老
・
住
人
か
ら
乙
名
・
村
人
の
身
分
変
化
に
対
応
し
、
一
六
世
紀
の

変
化
は
、
村
落
集
団
内
の
動
揺
を
村
落
指
導
者
層
が
高
圧
的
に
抑
え

た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。

　
本
書
の
成
果
の
中
で
、
特
に
鎌
倉
後
期
の
村
落
文
書
の
成
立
に
注

目
す
る
と
、
こ
の
点
に
は
、
薗
部
氏
・
佐
藤
雄
基
氏
（
１
）
が
意
識
し
た
鎌

倉
後
期
の
職
の
体
系
の
変
化
、
小
川
弘
和
氏
（
２
）
が
意
識
し
た
近
年
の
荘

園
制
研
究
に
お
け
る
武
家
領
・
本
所
一
円
地
体
制
の
成
立
な
ど
が
、

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
薗
部
氏
・
小
川
氏
も
言

及
し
て
い
る
よ
う
に
、
下
級
荘
官
（
公
文
・
刀
祢
）
が
果
た
し
た
文

書
を
作
成
・
保
管
す
る
役
割
（
３
）
は
、
村
落
が
村
落
文
書
を
作
成
す
る
上

で
の
前
提
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
薗
部
氏
が
村
落
定
書
の
初
見
と
し
て
紹
介
し
た
和
泉
国
春
木
荘
唐

国
村
の
置
文
は
、
鎌
倉
後
期
に
在
地
の
刀
祢
と
百
姓
と
の
間
に
起
こ

っ
た
年
貢
・
公
事
負
担
を
め
ぐ
る
様
々
な
対
立
を
調
整
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
村
落
文
書
の
成
立
や
こ
の
事
例
が
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
後
期

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
三
世
紀
前
半
の
寛
喜
の
飢
饉
を
き
っ

か
け
に
、
荘
園
領
主
が
在
地
の
有
力
者
に
所
務
を
預
け
る
傾
向
を
持

っ
て
い
っ
た
（
請
所
契
約
や
下
地
中
分
）
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
（
４
）

。

　
荘
務
が
在
地
の
有
力
者
に
委
ね
ら
れ
、
そ
の
中
で
生
じ
た
村
落
と

の
間
の
様
々
な
紛
争
を
解
決
し
て
い
く
際
に
置
文
が
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
鎌
倉
後
期
で
あ
り
、
村
落
は
下
級
荘
官
が
持
つ
文

書
保
管
・
作
成
能
力
に
触
れ
、
こ
れ
を
吸
収
し
、
領
主
の
文
書
様
式

を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
捉
え
る
と
、
本
書
の
成
果
は
中
世
前
期
・
荘
園
制
論
に

新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

註（１
）
佐
藤
雄
基
「
地
下
と
は
な
に
か
」（
春
田
直
紀
編
『
中
世
地
下
文
書

の
世
界
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

（
２
）
小
川
弘
和
「「
大
田
文
」
帳
簿
群
の
歴
史
的
展
開
」（
鎌
倉
遺
文
研

究
会
編
『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
一
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
鎌
倉
期

矢
野
荘
公
文
職
考
―
権
利
の
文
書
化
と
い
う
視
点
か
ら
―
」（『
ヒ
ス

ト
リ
ア
』
二
一
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
豊
後
の
「
図
田
帳
」
と
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史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

所
領
体
制
」（『
九
州
史
学
』
一
七
七
号
、
二
〇
一
七
年
）

（
３
）
髙
橋 

傑
「
鎌
倉
期
公
文
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
―
伊
予
国
弓
削
島

荘
を
中
心
に
―
」（『
民
衆
史
研
究
』
七
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）

（
４
）
清
水 
亮
「
鎌
倉
期
地
頭
領
主
の
成
立
と
荘
園
制
」（
初
出

二
〇
〇
六
年
、
の
ち
同
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
政
治
史
的
研
究
』

校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）、
髙
橋 

傑
「
下
地
中
分
再
論
　
荘
園
経

営
の
一
側
面
」（『
日
本
史
攷
究
』
四
二
号
、
二
〇
一
八
年
）

●
坂
田
聡
「
薗
部
寿
樹
の
中
世
村
落
史
研
究
と
村
落
文
書
論
」

　
報
告
で
は
ま
ず
、
薗
部
氏
の
中
世
村
落
史
研
究
を
①
村
落
内
身
分

論
、
②
名
主
座
論
、
③
村
落
文
書
論
に
類
別
し
、
概
ね
①
→
②
→
③

の
順
で
問
題
関
心
が
移
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　
次
い
で
、
本
書
の
構
成
と
概
要
を
述
べ
た
上
で
、
全
国
各
地
の
膨

大
な
村
落
文
書
を
蒐
集
し
て
全
体
的
な
傾
向
を
読
み
取
り
、
歴
史
像

の
構
築
を
目
指
し
た
点
に
本
書
の
特
色
を
求
め
た
。

　
そ
し
て
、
本
書
の
全
体
的
な
成
果
と
し
て
、
中
世
村
落
文
書
に
関

す
る
大
量
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
村
落
内
部
の
社
会
秩
序
の
あ
り
方

と
、
中
世
村
落
文
書
の
実
態
分
析
の
成
果
の
両
者
を
関
連
付
け
、
そ

の
歴
史
的
な
変
遷
の
様
相
と
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
点
を
あ

げ
、
個
別
の
成
果
と
し
て
、
㋐
村
落
文
書
論
の
視
角
か
ら
惣
村
の
成

立
を
見
通
し
た
点
、
㋑
署
判
の
有
無
を
も
っ
て
正
文
か
案
文
か
を
判

別
す
る
従
来
の
古
文
書
学
の
常
識
が
、
村
落
文
書
に
は
必
ず
し
も
当

て
は
ま
ら
な
い
事
実
に
目
を
向
け
た
点
、
㋒
村
落
文
書
を
精
査
す
る

こ
と
で
、
従
来
の
古
文
書
学
が
重
視
す
る
文
書
様
式
論
の
限
界
を
指

摘
し
た
点
な
ど
を
あ
げ
た
。

　
最
後
に
、
本
書
の
課
題
と
し
て
、
個
々
の
地
域
の
個
別
・
特
殊
事

情
を
軽
視
し
が
ち
な
点
を
指
摘
し
た
。

［
追
記
］
当
日
の
報
告
内
容
を
踏
ま
え
た
同
著
の
書
評
を
『
ヒ
ス
ト

リ
ア
』
二
七
七
号
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
）
に
載
せ
た
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

●
田
村
憲
美
「
中
世
前
期
地
域
社
会
論
か
ら
「
生
業
史
論
」
を
読
む

―
春
田
直
紀
『
日
本
中
世
生
業
史
論
』
か
ら
学
ん
だ
論
点
―
」

　
こ
の
報
告
で
は
、
現
在
の
評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
中
世
地
域
社
会

論
や
中
世
荘
園
制
論
の
今
後
の
展
開
に
と
っ
て
重
要
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
三
つ
の
論
点
を
採
り
あ
げ
た
。

　
第
一
は
〈
生
業
の
「
場
」〉
と
い
う
概
念
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ

は
春
田
氏
が
重
視
す
る
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
の

変
化
に
関
す
る
分
析
の
鍵
を
な
す
重
要
な
概
念
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、「
ナ
ワ
バ
リ
／
場
」「
流
動
的
／
安
定
的
」「
ス
ミ
ワ
ケ
／
家
産
」

な
ど
の
対
比
に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
の
み
で
、
こ
と
さ
ら
に
定
義
も

与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
概
念
の
わ
か
り
に
く
さ
が
本
書
の
理
解

を
妨
げ
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
網
場
・
漁
場
を
基
と
し
て
概
念
化
さ

れ
た
「
場
」
を
他
の
諸
生
業
に
お
い
て
も
具
体
化
す
る
こ
と
は
可
能
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か
。

　
第
二
は
〈
勧
業
・
勧
農
・
生
業
保
障
〉
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
と

く
に
農
業
、
就
中
水
稲
耕
作
に
係
わ
っ
て
理
解
さ
れ
て
き
た
従
来
の

「
勧
農
」
概
念
を
押
し
広
げ
て
、
非
農
業
部
門
に
ま
で
及
ぶ
生
業
全

般
に
妥
当
す
る
「
勧
業
」
の
概
念
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
今
後
と
も

継
承
・
発
展
さ
せ
る
べ
き
成
果
で
あ
る
。「
勧
業
」
の
本
質
を
「
生

業
保
障
」
と
規
定
し
た
こ
と
も
理
解
し
や
す
く
、
中
世
荘
園
制
の
特

質
を
こ
の
観
点
か
ら
「
領
主
に
よ
る
生
業
保
障
を
前
提
と
し
て
成
り

立
つ
税
制
と
結
び
つ
い
た
土
地
所
有
の
制
度
」
と
再
規
定
し
た
点
も

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
業
研
究
が
在
地
社
会
を
超
え
る
視

点
を
と
り
う
る
経
路
が
拓
か
れ
た
。
そ
の
反
面
、
領
主
支
配
と
在
地

の
生
業
と
い
う
配
置
を
と
る
た
め
、
村
落
と
生
業
と
い
う
視
点
は
相

対
的
に
手
薄
で
は
な
い
か
。

　
第
三
は
地
域
社
会
論
と
の
交
わ
り
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
度
の
歴

史
学
研
究
会
大
会
中
世
史
部
会
報
告
で
論
じ
ら
れ
た
一
四
・
五
世
紀

こ
ろ
に
成
立
す
る
と
さ
れ
る
荘
内
の
「
村
」
と
そ
の
多
様
な
あ
り
方
、

「
村
」
に
よ
る
複
数
の
領
主
権
力
の
選
択
や
こ
れ
と
の
相
互
依
存
関

係
、「
御
百
姓
」
意
識
な
ど
の
論
点
は
、
春
田
氏
著
書
で
解
明
さ
れ

た
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
の
生
業
の
あ
り
方
、
領

主
に
よ
る
生
業
把
握
の
変
化
か
ら
理
解
で
き
な
い
か
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
「
気
候
適
応
史
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
高
分
解
能
夏
季
降
水
量
復
元
デ
ー
タ
や

夏
季
気
温
復
元
デ
ー
タ
に
、
飢
饉
・
山
野
紛
争
な
ど
の
歴
史
的
事
象

を
重
ね
た
グ
ラ
フ
数
点
を
提
示
し
、
①
一
二
世
紀
前
半
、
②
一
四
世

紀
中
葉
と
い
う
、
前
後
の
気
候
の
傾
向
か
ら
み
て
特
徴
あ
る
気
候
の

変
動
期
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
気
候
変
動
に
伴
う
水
田
耕
作
以

外
の
多
様
な
生
業
へ
の
傾
斜
と
要
求
の
強
ま
り
が
、
春
田
氏
著
書
で

論
じ
ら
れ
た
諸
事
象
、
す
な
わ
ち
生
業
空
間
の
拡
張
や
変
更
、〈
資

源
利
用
の
稠
密
化
〉
な
ど
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）
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